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１． はじめに 

 清掃工場建設に伴い造成する最大盛土高 38.9m の高盛土に対し，ゾーニング設計を行い，セメント改良工及び補

強土壁工を設計・施工した．本稿では，地形，敷地等の制約条件の中で，高盛土の安定性と品質を確保しつつ合理

的となるよう配慮して設計・施工を実施した内容について報告する． 

 
図１ 盛土の断面構造・排水対策 

２．工事概要 

 本事業は，浜松市の新清掃工場及び新破砕処理センターの設計・建

設及び運営・維持管理を，BTO 方式で行う PFI 事業である．本工事は，

全体事業のうち造成及びアプローチ道路を建設するものである． 

造成地（図２）は敷地面積が約 8ha，掘削・盛土がそれぞれ 491,000m3，

551,000m3，盛土のうちセメント改良土が 392,000m3 である．造成地は

貴重生物の生息等により計画用地を当初計画から南へ約 80m 移動し，

土量バランスを考慮した上で接続道路, 調整池を含む全体の設計の見

直しを行った． 

３．ゾーニング設計 

盛土高は擁壁と背面の盛土を合わせると，最大 38.9m である（図１）．

擁壁高の最大箇所は 18.2m である．高盛土の安定検討として建築建屋基

礎の地耐力，高盛土のレベル２地震動の２つに区分し，ゾーニング設計

を実施した（図３）．地耐力対策では，建屋毎に必要な地盤反力（常時

100kN/m2，300kN/m2）を設定した結果，粘着力 C=150, 450kN/m2のセメ

ント改良土が必要となった．またレベル２地震動に対する高盛土の安定

をニューマーク法により照査した結果，盛土前面から 43m までの範囲

は盛土形状により C=120, 140kN/m2のセメント改良土が必要となった． 

 以上により，4 種類のセメント改良土及び普通土の計 5 種類の盛土材

を使用して施工した． 

４．セメント改良盛土の施工と高盛土の排水対策 

セメント改良土の製造は，現場発生土を自走式改良機（写真１）にて行い，盛土材として使用した．改良土の製

図３ ゾーニング設計平面・断面図 

図－２ 造成地概要図 

図－３ ゾーニング設計平面図 

図２ 造成地概要図 
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造能力を 90m3/h に設定し，最大 4 台の自走式改良機を稼働させ，2,400m3/日

の改良盛土を行った．セメント使用量は 200t/日程度である． 

施工時の転圧回数・敷均し厚さは，盛土材種別毎に試験施工を実施し決定

した．締固め等の品質管理には，RI 機器と GNSS による転圧管理システムを

併用した．改良土の製造から転圧完了までの時間を 2 時間に規定し，品質を

確保した．現位置でのセメント改良土の強度確認は，5m 深度毎および建築基

礎位置にて平板載荷試験を行った． 

高盛土の排水対策として、のり面から 15m の範囲は深度 5m 毎に砕石による水平排水層を設置した（図１）．基盤

排水層を盛土基盤全面に敷設し，水平排水層は基盤排水層と連結した．基盤排水層には沢に沿って地下排水φ1000mm

の暗渠を敷設した．施工中は竪排水により，表面水の排水を処理した． 

５．補強土壁工の選定 

造成部の再設計に伴い，盛土法面下部に位置する調整池の容量を確保するため，補強土壁の設置が必要となった．

高盛土高に対応する補強土壁は，各協会のガイドラインに準じて施工実績のあるテールアルメ，多数アンカー，ア

デムウォールの 3 種の工法から比較検討を行った． 

検討の結果, 表 1 に示すアデムウォール工法を選定した．これは，壁面勾配を 1：0.1 と傾斜が可能で，テールア

ルメ工法のような直壁よりも土圧を低減でき，安定計算上有利になり，経済性が優れるためである． 

表 1 補強土壁工比較選定表              表２ 補強土壁工の高盛土対策 

 
６．アデムウォール工法の施工 

 補強土壁工の高盛土対策として，表 2に示すように補強土壁の補強材裏込め材を規定するとともに，背面のゾー

ニング，排水対策を行った．裏込め材には，せん断抵抗角φ=35°以上の規定を満足させるため，安定供給が可能な

購入砕石 C-30 を使用した．アデムウォールは二重壁構造であり，盛土の締固め時に内壁の際まで大型重機で容易に

転圧することできる．その結果，内壁際まで十分に転圧し，初期荷重として補強土壁になじませ安定した後に，外

壁と内壁の空間を充填することで，外壁に影響を与えることなく，壁面を積み終えることができた．天端工（笠石

コンクリート）には残存型枠を採用し, 足場・型枠作業時の安全性を確保した．また，補強土壁施工中は「傾斜監

視クラウドシステム OKIPPA」による自動計測とすることで省力化を図った． 

７．おわりに 

 本工事での高盛土の施工は完了し,次工程の建築工事に引き渡している．

本工事でのゾーニング設計，排水対策，壁勾配を持たせたアデムウォール工

法による補強土壁，裏込め材への材料規定などが今後の高盛土の計画の参

考になれば幸いである． 
写真２ 施工完了状況 

写真１ 改良土製造状況 
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